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V・ 昭和58年 度エネルギー特別研 究(核 融合)研 究課題

班 研 究 課 題
代 表 者

頁
所 属 氏 名

核融合研究に関する総合総括的推進(総 合総括班) 東 大工 内田岱二郎 13

計 画 研 究

第1班　 炉材料及びブラズマー壁相互作用

1-1 炉材料及びプラズマ ・壁相互作用(総 括班) 東北大金材研 諸住正太郎 15

1-2 フ ェ ライ ト系 ス テ ン レス鋼 の重 照射 効 果 九大 応用

力 学 研

北島 一徳 16

1-3 核融合炉材料水素 リサイク リングにおける粒子およびエネル
ギーバランスの研究

名 大 工 伊藤 憲昭 18

第2班　 トリチウム理工学及び生物影響

2-1 トリチウム理工学及び生物影響に関する総合研究(総 括班) 東工大原子

炉工 学 研

河村 和孝 21

2-2 ト リチ ウム の理工 学 一 トリチ ウムの生成,回 収 お よび リサ イ

ク リン グ

〃 〃 22

〃 ト リチ ウ ム理工学 一 トリチ ウムの安 全取 扱 い,透 過 対 策 お よ

び処 理 処分

京 大 工 東 邦夫 24

2-3 時間的,局 地的にみた トリチウムの動態と化学形の研究 金沢大 理 阪上 正信 26

2-4 トリチウムの遺伝的影響 国立遺伝学研 賀田 恒夫 28

〃 トリチウムの身体的影響の研究 東 大 医 岡田 重文 30

第3班 炉心制御の基礎

3-1 炉心制御の基礎(総 括班) 名 大

プラズマ研

池上 英雄 31

3-2 高温 プ ラズ マ 中不純 物 計測 用 ビー ム ブ ロー グ ・レーザー分 光法 〃 藤田 順治 33

3-3 慣性核融合用電子ビーム及び軽 イオンビーム技術の基礎 電通大新形
レーザー研

宅間 宏 35

3-4 高周波加熱におけるアンテナ周辺技術 東北大 工 佐藤 徳芳 37

3-5 トー ラス プ ラズ マの小型 化,高 ベー タ化 に関 す る研 究 京 大 ヘ リオ

トロン核 融

合 セ

飯吉 厚夫 39

3-6 荷電粒子からの静電的エネルギー変換 京大原子エ

ネルギー研

吉川 潔 41



班 研 究 課 題
代 表 者

頁
所 属 氏 名

第4班　 超電導マグネットの開発

4-1 超電導マグネット技術の基礎(総 括班) 日大 理 工 安河内 昂 43

4-2 A-15型 化合物超電導体の総合的研究 東北大 工 穴山 武 44

4-3 超電導新複合線材の電磁現象に関する研究 九 大 工 山藤 馨 46

〃 急速変動磁場中での超伝導多芯線の電磁現象の研究 日大 理 工 小笠原 武 47

4-4 浸債冷却の過渡伝熱特性 九 大 工 伊藤 猛宏 48

第5班　 核融合ブランケット工学

5-1 核融合炉ブランケット工学の総合的研究(総 括班)大 阪 大 工 住田 健二 49

第6班　 核融合炉設計 と評価

6-1 核融合炉設計と評価に関する研究(総 括班) 大 阪大 工 渡辺 健二 51

6-2 ア ドバンス核融合炉概念設計のための基礎的研究 名 大

プラズマ研

百田 弘 53

6-3 核融合炉の技術アセスメン トに関する研究 名 大 理 島津 康男 55

6-4 核融合理論における新手法開発のための研究 広島大 理 西川 恭治 56

公 募 研 究

第1班　 炉材料及びプラズマー壁相互作用

1-2 材料強度に関する照射効果の研究 東 大 工 井形 直弘 59

〃 ベ ビー サ イク ロ トロ ンに よ る水 素 照 射 が フ ェ ライ ト鋼 の延 性

脆 性 遷移 現 象 に及 ぼ す効 果

室蘭工業大工 濱口 由和 61

〃 ボイ ドスウェリングと添加元素の影響および高温機械的性質
に関する研究

東北大金材研 東口 安宏 63

〃 模 擬 イオ ン照射 した フ ェ ライ ト系 ステ ン レス鋼 の損 傷 の研 究 東 大 工 下斗米道夫 64

〃 重照射した高融点金属合金中の損傷欠陥の形成 広 島大 工 下村 義治 65

〃 核融合炉第一壁における水素同位体と照射欠陥の吸蔵蓄積過

程

九 大
応用力学研

吉田 直亮 6?

1-3 核融合炉低Z化 合物材料 と水素同位体イオンとの相互作用 北 大 工 山科 俊郎 68

〃 水素 リサイクリング過程における固体表面層一気体系の物質

輸送現象解析に関する研究

東大生産研 辻 泰 69

〃 核融合炉第一壁材料の水素吸収透過に対する表面不純物の影

響に関する研究

東 大 工 山脇 道夫 71

〃 核融合 プラズマの存在条件に対するプラズマ壁面相互作用の

問題点

東邦大 理 富永 五郎 72



班 研 究 課 題
代 表 者 頁

所 属 氏 名

1-4 核融合炉用セラミックス候補材の開発と評価 東工大原子
炉工 学 研

井関 孝善 73

〃 核融合炉用高分子材料 と有機複合材料に対する高速中性子と

イオン照射効果の研究

東 大 工 田畑 米穂 75

〃 低原子番号セラミックスの照射挙動に関する研究 名 大 工 坂 公恭 77

〃 低Zセ ラミックス被覆材の耐熱性に関する研究 大阪 大 工 三宅 正宣 79

〃 超高圧力を利用 した金属表面へのセラミックスの接着 大 阪 大
産業科学研

岡本 平 80

第2班　 トリチウム理工学及び生物影響

2-2 トリチ ウムの増 殖,分 離 お よび存 在 形態 北 大 理 市川 和彦 81

〃 重 水 素 と トリチ ウムの レー ザー 同位 体分 離 東 大 理 巻出 義紘 82

〃 重 イオ ン照 射 に よ り損 傷 を 受 け た炉 材料 の トリチ ウムの吸 収
・放 出の研 究

東エ大総理工 小川 雅生 83

〃 水素中に存在す るトリチウムの濃縮のための熱拡散装置の試

作

富 山 大 理 高安 紀 84

〃 二次電子増倍管及び質量分析計の性能にたいするトリチウム

と放射線の影響に関する研究

富 山大 トリ

チ ウム科 学セ

渡辺 国昭 85

〃 セ ラ ミ ックス 材料 中の トリチ ウ ムの挙動 に関 する基 礎 的研 究 名 大 工 宮崎 哲郎 86

〃 酸化 リチウム系複酸化物 トリチウム増殖材の合成と評価に関

する研究

名 大 工 諏訪 佳子 87

〃 ク ラ ウンエー テル に よ る トリチ ウムの 抽 出及 び濃 縮 大 阪 大 工 西沢嘉寿成 88

2-4 トリチウム(T)動 物実験 システムの放射線管理的研究 東 大 理 代谷 次夫 89

〃 トリチウム含有化合物の生殖細胞内動態と線量評価 京 大 医 上野 陽里 90

〃 細胞及び細胞構成要素に対する トリチウムの影響 京大原子炉実 石田 政弘 91

〃 動物の遺伝子および生体に対するトリチウムの影響 広島大原爆

放射能医学

研

山本 修 92

〃 環境 トリチウムの食物摂取とリスク推定に関する研究 東北 大 医 小松 賢志 93

〃 トリチ ウム ガス ・トリチ ウム水蒸 気 の 体 内取 込 み及 び動態 茨城 大 理 一政 祐輔 95

第3班　 炉心制御の基礎

3-2 超 高温 プ ラズ マ診断 用 シ ョッ トキ ・ダ イオー ド検 出器 の研 究 東北大電気
通 信 研

水野 皓司 97

〃 核融合反応粒子による慣性核融合 プラズマの診断 大阪 大工 山中 龍彦 99

〃 注 入 ロ ック 式TEA炭 酸 ガス レー ザ励 起 サ ブ ミ リレー ザ の 開

発

九大大学院

総 理 工

村岡 克紀 100



班 研 究 課 題
代 表 者

頁
所 属 氏 名

3-3 集団加速により生成 された重イオンビームの諸特性 金沢 大 理 増崎 克 102

〃 核融合のたあの大出力高調波発生用大形KDP単 結晶の育成 山梨大工 霜村 攻 103

〃 ペレット設計の理論的基礎研究 大阪大 レー

ザー核融合

研究セ

三間圀 興 105

〃 HF化 学 レー ザー とKrFエ キ シマ レー ザー の性 能 比較 研 究 慶応大理工 藤岡 知夫 106

〃 慣性 核 融合 ター ゲ ッ ト用 ポ リマー ペ レ ッ トの開発 近畿大理工 久保 宇市 108

3-4 プラズマの波動加熱における自己変調不安定性 宇都宮大工 西田 靖 109

〃 プラズマ加熱用負イオン源の高効率化 京 大 工 板谷 良平 110

〃 波動加熱用新型 アンテナの研究 九 大

応用力学研

河合 良信 112

3-5 らせん軸 トーラス装置設計の基礎 中部工大工 長尾 重夫 113

〃 核融 合 プ ラズ マ研 究 に関す る計 算 機 シ ミュレー シ ョン コー ド

の集 中開発

広大核融合

理論研究セ

佐藤 哲也 114

第4班　 超電導マグネットの開発

4-2 超電導用Mo基 非平衡合金の開発並びにその放射線照射効果

に関する研究
東北大金材研 鈴木 謙爾 115

〃 In situ Nb3 Sn 線 材 の 高磁 場特 性 改善 〃 和泉 修 116

〃 核融合炉超電導磁石構造材料の極低温における破壊靱性評価
に関する研究

東北大 工 高橋 秀明 117

〃 ガラス被覆溶融紡系法 によるA-15型 超電導繊維の製造に

関する研究

名 古 屋

工 業 大 工

後藤 共子 119

〃 極低温における超電導マグネット材料の原子炉照射効果 京大原子炉実 山岡 仁史 120

〃 A15型 化合物超電導体の微細構造 とピン特性に関する基礎

的研究

京 大 工 長村 光造 122

〃 超電導マグネット材料の核融合環境試験 大阪大産業

科 学 研

岡 田 東一 124

〃 放射線による超電導非平衡状態の動力学的研究 〃 大脇 成裕 126

〃 液体アルミニウム溶媒法による超電導材料開発の研究 大 阪 大 工 堀 茂徳 128

〃 超電導マグネット用材料の静的 ・動的破壊じん性試験 〃 岸田 敬三 129

〃 準安定A-15型 超電導体及びシェブレル型超電導体の製作

と臨界電流値の改善

九 大 理 間瀬 正一 130

〃 Jelly-Roll型Nb3 Sn超 電 導 線 材 のIn-Situ

生 成

〃 青木 亮三 132

〃 高磁界磁界化合物超伝導線の研究 長岡技術科

学 大 工

小俣虎之助 133



班 研 究 課 題
代 表 者

頁
所 属 氏 名

4-4 超 電 導 マ グネ ッ トのア コー ス テ ィ ックエ ミッシ ョン信 号 の検

出方法 及 び処理 解 析 方法 の研 究

横浜国立大工 塚本 修巳 134

〃 液体ヘ リウムにおける定常及び非定常沸騰現象の研究 京大原子エ

ネルギー研

桜井 彰 135

〃 超電導パルスコイルのための強制冷却とその制御 大阪大低温セ 山本 純也 136

〃 核融合炉用超電導マグネットの絶縁設計に関する研究 九 大 工 金子 正光 138

〃 シー ル ドコイル を用 い た パル ス超 電 導 エ ネル ギー 貯 蔵 の研 究 高エネルギ
ー物理学研

新冨 孝和 140

〃 加圧超流動ヘ リウム冷却による高電流密度 ・高磁場超伝導マ

グネットの研究

日大 理 工 小林 久恭 141

第5班　 核融合ブランケット工学

5-2 リチ ウム体系 にお け る トリチ ウ ム増 殖 と中性 子増 倍(模 擬 ブ

ラ ンケ ッ ト実験)

東北 大 工 椙山 一典 143

〃 核融合炉中性子工学 ドシメトリー法の実験的研究 東 大 工 中沢 正治 145

〃 14MeV中 性子による核融合炉材の放射化断面積の測定 名 大 工 加藤 敏郎 146

〃 高速 中性子 の ダク トス ト リー ミング 京 大 工 兵藤 知典 148

〃 核融合材料二次中性子データ(DDX)測 定 ライブラリー

化と関連輸送コー ド開発

大 阪 大 工 高橋 亮人 150

〃 広 角 カ ウン ター テ レス コー プに よ る14MeV(n,p)反

応 の研 究

九 大 工 隈部 功 151

5-3 タンデムミラー核融合炉機器の細管内水冷却に関する研究 筑 波 大

構造 工 学

成合 英樹 153

〃 不均一に発熱をするガス冷却流路の非定常時の温度特性 東 大 工 秋山 守 154

〃 核融合炉における高熱負荷面の液膜流を伴 う噴霧二相流冷却 東工大原子

炉工 学研

井上 晃 155

〃 非均一高熱負荷流路のふく射を考慮に入れたガス冷却に関す

る研究

東工 大 工 黒崎晏 夫 157

〃 核融合ブランケット材料の高温破壊強度に関する研究 東理大理工 宮本 博 158

〃 ブランケット材料の高中性子束 ・高熱負荷条件での構造強度

に関する基礎研究

電 通 大
電気 通 信

皆川 七郎 159

〃 液体金属 リチウムの基本冷却流路中の電磁圧力損失及び伝熱

特性

大 阪大 工 宮崎 慶次 161

〃 RTNS一 皿による核融合炉材料関連研究 大阪 大 工 住田 健二 163



班 研 究 課 題
代 表 者

頁
所 属 氏 名

第6班 核融合炉設計と評価

6-2 材料 デー タベー ス に よる核融 合 炉設 計 と材料 開発 との イ ン タ
ー フ ェイス

東 大 工 岩田 修一 165


